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麻酔科症例

手　術　部　位 2020 2021 2022 2023
ａ．脳神経・脳血管 60 55 38 25
ｂ．胸腔・縦隔 89 95 87 80
ｃ．心臓・血管 0 0 0 0
ｄ．胸腔＋腹部 10 8 7 6
ｅ．上腹部内蔵 217 227 223 225
ｆ．下腹部内蔵 1,416 1,390 1,377 1,384
ｇ．帝王切開 75 91 91 78
ｈ．頭頚部・咽喉部 528 516 583 606
ｋ．胸壁・腹壁・会陰 320 398 432 457
ｍ．脊椎 6 3 2 1
ｎ．股関節・四肢（含：末梢神経） 595 543 628 647
ｐ．検査 2 0 0 0
ｘ．その他 15 10 8 25
合　　　計 3,333 3,336 3,476 3,534

麻酔科症例
2020 3,333 （うち手術室内3,325、手術室外8）
2021 3,336 （うち手術室内3,332、手術室外4）
2022 3,476 （うち手術室内3,474、手術室外2）
2023 3,534 （うち手術室内3,525、手術室外9）

時代とともに求められる医療ニーズが増えていることは、年々予定手術も緊急手術も症例数が増えて
いることからも示されている。安全に手術が施行できる状況を提供できるように、術前診察、麻酔管理
を行っており、より良い診療を体系的に行えるよう、周術期管理委員会などを通しながら外科系診療科、
看護師、薬剤師、臨床工学技士、栄養士らと連携している。術後疼痛管理チームも活動を行っており、
主に集中治療室やハイケア病棟での術後回診を行っている。

活動内容

麻酔科部長 加治　淳子
麻酔科特任部長 谷口　省吾
麻酔科医長 竜田ちひろ
麻酔科医師 藤本　鮎美、東　晶子、松山優梨子、牧野みはや、新井　理紗

（2024 年３月在職者名）
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入院患者年齢構成

手　術　部　位 2020 2021 2022 2023
Ａ．全身麻酔（吸入） 1,755 1,973 2,021 2,127
Ｂ．全身麻酔（TIVA） 408 166 228 216
Ｃ．全身麻酔（吸入）＋硬・脊、伝麻 493 690 632 536
Ｄ．全身麻酔（TIVA）＋硬・脊、伝麻 537 242 393 284
Ｅ．脊髄くも膜下硬膜外併用麻酔（CSEA） 93 140 107 164
Ｆ．硬膜外麻酔 0 1 0 3
Ｇ．脊髄くも膜下麻酔 44 120 89 196
Ｈ．伝達麻酔 2 1 3 2
Ｘ．その他 1 3 3 6
合　　　計 3,333 3,336 3,476 3,534

年齢
2020 2021 2022 2023

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計
Ａ．～1ヶ月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Ｂ．～12ヶ月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Ｃ．～5歳 8 4 12 12 2 14 4 9 13 6 5 11
Ｄ．～18歳 35 17 52 37 25 62 42 33 75 49 46 95
Ｅ．～65歳 524 1,490 2,014 535 1,553 2,088 518 1,577 2,095 544 1,666 2,210
Ｆ．～85歳 514 615 1,129 541 533 1,074 535 646 1,181 487 616 1103
Ｇ．86歳～ 44 82 126 26 72 98 47 65 112 34 81 115

合   計 1,125 2,208 3,333 1,151 2,185 3,336 1,146 2,330 3,476 1,120 2,414 3,534

（麻酔科部長　加治　淳子）

演者名 共同研究者 演題名 学会名 発表年月日 開催地

加治淳子 当施設における胎盤ポリープ症例に対する麻酔法の選択 第 2 回日本周産期麻酔科学会学術集会 2023 03/25 福岡県

松山優梨子･
加治　淳子

悪性高熱症を疑い治療を行った、過去に全身麻酔歴のある
一例 九州麻酔科学会第 61 回大会 2023 09/09 福岡県

2023 年　学会発表


